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高機能性高分子を用いた植物栽培技術（ハイメック）の開発

研究代表者 片岡 淳

（先進理工学部 応用物理学科 教授）

１. 研究課題

我々はハイドロゲルをフイルム状に成型した膜（ハイドロメンブラン）によって植物と養液あ

るいは土壌を隔離して栽培するという新しい技術（ハイメック）を開発した。本技術の特徴はハ

イドロメンブランの選択吸収性を利用して水分、栄養素などは吸収するものの、細菌、ウイルス

は排除でき、養液、土壌からの病原菌汚染を、農薬などを使用せずに防止できることである。更

に、ハイドロメンブラン中の水は結合水で吸収しにくいために植物は糖、アミノ酸を大量に合成

し浸透圧を高めて水分を吸う。即ち、このフイルム農法によって安全、安心、高栄養価農産物の

低コスト生産が可能になる。我々はこの技術によって、農家が抱える諸問題（高齢化、収益性の

低さなど）を少しでも解決し、農業の再生を計ろうとしている。

２. 主な研究成果

今年度は、ハイドロゲル

フイルム（ハイドロメンブ

ラン）の物性改良について

検討した。

本研究の高機能性高分子

を用いた植物栽培技術では、

養液の上に配置されたハイ

ドロメンブランの表面に植

物の根が接着し、ハイドロ

メンブラン中の水と栄養分

を拡散により直接吸収する

（図１）。

ハイドロメンブランの強

度が不十分な場合、植物の

根がハイドロメンブランを

貫通するという問題が生じ

る。

ハイドロメンブランはハイドロゲルであり粘弾性体として挙動する。ハイドロメンブランの物

性評価の手法として、動的粘弾性の測定を採用した。この手法では複素弾性率（G*）の実数項と

虚数項、貯蔵弾性率（G’）と損失弾性率（G”）が調べられる。観測される G’と G”は適用された

周期的ずりひずみの振動数における試料の弾性項と粘性項にそれぞれ対応する（図２）。
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粘弾性体に応力を加えて変

形させると、与えられた力の

大部分は内部変形のエネルギ

ーとして貯えられ、応力の除

去に際し復元の原動力となる

が、一部は歪みに伴う内部の

分子移動の摩擦のために消費

され、最終的に熱に変わる。

そして、この内部摩擦の大小

を示す値が損失正接(Tanδ)で

ある。

今年度の成果として、ハイ

ドロメンブランの物性である

損失正接(Tanδ)と植物の根に

よる貫通に対する耐久性との

間に相関性があることを見出した。
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